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第 72 回　教育研究会報告　道徳科

「問い」と「つながり」で学びを深める道徳
－乗鞍修学旅行でのホンモノ体験を生かした授業実践－
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Ⅰ．はじめに

	 今年度、道徳科においては、「問い」と「つなが

り」を基軸とした学びを通して、生徒の思考を深め

る授業実践を行った。対象は本校 77 期生の中学３

年生である。本授業の題材には、生徒にとって共通

の体験である乗鞍高原への修学旅行を取り上げた。

乗鞍高原は、長野県松本市に位置する北アルプス南

端の高原地帯であり、豊かな自然環境を有してい

る。そのような大自然の中で 5泊 6日を過ごした修

学旅行という本物体験に、学習としての意味付けを

行うことを本授業のねらいとした。その際、生徒の

思考過程や認知の在り方に注目することで、認知科

学的視点から生徒の学びがどのように深化したのか

について考察することを試みた。

	「特別の教科 道徳」では、2019（平成 31）年度

の教科化以前から、本物体験を生かした指導の重要

性が示されてきた。2015（平成 27）年告示の中学

校学習指導要領解説においても、その内容や目標が

明確に示されている。しかし、修学旅行という本物

体験を道徳の授業に取り入れた実践は、これまであ

まり多く見られない。

	 一方、乗鞍高原への修学旅行を終えた生徒の感想

文やインタビュー調査からは、修学旅行が自己理解

や集団づくりについて深く考える機会となっていた

ことが明らかになった。その反面、修学旅行の場と

なった乗鞍高原の「自然」そのものについての学び

は十分に深まっていないと感じられた。このような

生徒の反応も踏まえ、本実践では、内容項目Ｄ-20

「自然愛護」を学習内容として設定し、修学旅行と

道徳科の学びを関連付けた授業を展開した。そし

て、生徒が乗鞍高原の自然について多面的・多角的

な視点から考え、思考を深められる授業設計を目指

した。本実践の意義は、修学旅行という本物体験を

道徳科の学習内容と結びつけ、実体験を深い価値理

解へと導くプロセスを提示した点にある。特に、生

徒の思考過程や認知の在り方に注目し、認知科学的

視点から学びの深化を捉えようとしたことに本研究

の特徴があると考える。

Ⅱ．授業の記録

（１）授業設計について

	 道徳科の授業設計においては、ねらいとする道徳

的価値やその価値と自己との関わりについて、「生

徒が考え、実生活での道徳的行動につながる学習

内容であること」が求められている（文部科学省 

2017）。そのため、本実践では内容項目Ｄ-20「自然

愛護」、とりわけ乗鞍高原の自然に対して素朴な感

想程度に留まっている生徒の学習実態を出発点とし

た。生徒が自己を見つめ、自然を多面的・多角的に

捉え、これからの自己の生き方を深められる学習内

容とした。また、「問い」と「つながり」を基軸と

した本実践では、時間軸（過去・現在・未来）とと

もに、本研究会の研究の柱である生徒同士の「学び

合い」や「生徒が自走すること」を意識しながら授

業設計を行った。具体的には、表１に示した観点か

ら「問い」と「つながり」を捉えた。

表１　本実践における「問い」と「つながり」

	 乗鞍高原の自然についての生徒の学びを深めるた

めに、表１の観点を意識し、二時間構成で授業計画

を立てた。しかしながら、すでに修学旅行から５か

月以上が経過しており、生徒にとっては突然の修学

旅行を題材とした授業となるため、生徒の記憶を想

起する工夫が必要である。そこで、教材には現地教

問い つながり

①【過去】

生徒の生きた感想やイ

ンタビューからの問い

②【現在】

授業内での生徒個人の

自己内対話的な問い

③【現在／学び合い】

授業内で生徒がクラス

メイトと共有する問い

④【未来／自走】

今後も考え続ける問い

①【過去→現在→未来】

修学旅行という本物体

験とつなげる道徳

②【現在・未来/学び合い】

生徒同士の対話的つな

がり

③【過去→現在→未来】

乗鞍高原とのつながり
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材を使用した。具体的には、第１時の教材として、

乗鞍高原で貼り出されていた広告、生徒が実際に訪

れたカフェ等の経営者が書いたブログ記事を用いた

（資料②参照）。そして第２時には、地球温暖化の影

響や社会の変化等によって様々な危機に瀕している

乗鞍高原の自然を守り、持続可能なものにしていこ

うと示されたビジョン「のりくら高原ミライズ」を

用いた。表２が学習内容である。

	 生徒が主体的・対話的に学び合える指導法と教材

選びに工夫を行い、授業に取り組んだ。しかしなが

ら、第１時と第２時の授業内容に自然なつながりを

見出すことが出来なかった。そこで、表３のように

指導案修正を行い、研究会当日の授業を実施した。

修正内容は、生徒が第１時の学びを振り返るための

「乗鞍新聞」を作成するアウトプットタスクの追加

である。具体的には、授業者が指名した４名の生徒

に、「乗鞍新聞」（Ａ４サイズ１枚）を作成してもら

い、第２時の導入で全体に向けて発表してもらう形

で授業の導入を行うというものである。４名の代表

生徒を指名する際には、それぞれ第１時で違う班に

属しており、班で話し合った内容も共有しながら新

聞作成が行えるように意識した。また、授業での学

びを生徒たち自身でさらに深めるために、新聞作成

時にはICTを活用し、必要な情報を取捨選択しなが

ら学びを深められることを目指した。

（２）第１時の授業実践

	 第１時の授業では、生徒たちに乗鞍修学旅行の体

験を振り返らせながら、自然が自分たちの生活や人

生と関わっていることを認識させることを目的とし

た。読み物教材として、修学旅行中に訪れたGiFT 

NORiKURAを運営する藤江佑馬氏のブログ記事を用い

た（資料②参照）。藤江氏は、「自分の大切な雪を守

る」という強い思いから事業を立ち上げ、宿泊事業

や飲食事業、映像制作事業などを通じて乗鞍高原の

発展に取り組んでいる。その生き方を通して、生徒

たちに自然が自分の人生と深くつながっていること

に気付かせることをねらいとした。生徒たちにとっ

ては、修学旅行に関するテーマでの学習は突然の内

容であったが、導入時に乗鞍高原観光案内用ポス

ター（資料②参照）を用いて、自分たちが現地で見

た風景を提示し、自由に修学旅行を振り返る時間を

表２　本実践での学習内容（教育研究会前に３年Ｃ組で実施）

表３　修正後の学習内容（教育研究会当日に、３年Ｄ組で実施）

時間 学習活動 学習内容

第１時 学び合う

⑴ 乗鞍高原の課題について知る。

⑵ 乗鞍高原の自然を持続可能なものにしていこうとする藤江佑馬さんの生き方に触れ、自

然と自分の生活とのつながりについて考える。

第２時

【本時】

学び合う

自走

⑴ 前時を振り返る。

⑵ 乗鞍高原 将来ビジョン「のりくら高原ミライズ」について考える。

⑶ 乗鞍高原の自然を守るために、自分たちができることを考える。

時間 学習活動 学習内容

第１時 学び合う

⑴ 乗鞍高原の課題について知る。

⑵ 乗鞍高原の自然を持続可能なものにしていこうとする藤江佑馬氏の生き方に触れ、自

然と自分の生活とのつながりについて考える。

課題

※授業外

学び合う

自走

・第１時の学びをまとめる「乗鞍新聞」の作成

※学級で違う班に属する授業者が指名した４名が、Ａ４サイズ１枚の新聞作成を行う。

※完成した新聞を第２時の導入で配布し、発表する。

第２時

【本時】

学び合う

自走

⑴ 生徒が作成した「乗鞍新聞」を用いて前時を振り返る。

⑵ 乗鞍高原 将来ビジョン「のりくら高原ミライズ」について考える。

⑶ 乗鞍高原の自然を守るために、自分たちができることを考える。

　【授業後の課題】

　話し合い活動の第１段階の活動班（３人１組）で、授業内や授業後に考えたことをま

とめた成果物「乗鞍新聞」を作成し、学級全体で共有する。
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設けたことで、当時を思い出し懐かしむ機会とする

ことができた。さらに展開においても、実際の訪問

先の経営者の経営哲学を学ぶことは、生徒に新たな

発見を促した。例えば藤江氏の事例では、自然環境

を守るという行為が、結果として自分自身や自己の

夢を堅持することに繋がるという構造を理解するに

至った（図１、２参照）。これは、対象への理解が

自己の生き方へと内面化された好例といえる。

図１　話し合い活動の作成物①

図２　話し合い活動時の作成物②

	 一方、第１時の課題としては、以下の二点が挙げ

られる。第一に、学習指導案「発問３」がねらいを

深める質問として十分ではなかったことがある（資

料①参照）。第二に、話し合い活動の時間が限られ

ていたことがある。これらの課題を踏まえ、第１時

と第２時の学習内容に連続性を持たせる工夫とし

て、生徒による「乗鞍新聞」の作成を試みた。

（３）第２時の授業実践－研究会当日の授業展開－

	 授業の導入では、第１時と第２時の学習内容を関

連づけることを目的に、生徒が作成した「乗鞍新

聞」（図４）を活用し、生徒主体による前時の振り

返り発表を行った。新聞に示された中心的なキー

ワードは、「自然とともに生きる地域づくり」であっ

た。生徒の発表や新聞の内容から、第１時の学習に

おいて、生徒は藤江氏の生き方を通して、自然を守

ることが地域の暮らしや観光、動植物、さらに人々

の心の豊かさを支える基盤であることを理解してい

たことが分かった。また、環境保全には、経営者と

利用者の双方が意識を持つことが重要であるという

認識が共有されていた。以上のことから、第１時の

学習を通して、生徒は自然に生かされている自分や

人々の存在に気づくとともに、環境に配慮した行動

の必要性を自分事として捉えることが出来ていたと

考えられる。このような学びを出発点に、本授業の

中心的な活動に取り組んだ。

図３　「乗鞍新聞」について発表する生徒の様子

図４　生徒が作成した「乗鞍新聞」
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	 本実践の中心的な活動は、図５に示した「のりく

ら高原ミライズ」について考えることである。「の

りくら高原ミライズ」は、令和元年に策定された乗

鞍高原の持続可能な地域の理想像を示すビジョンで

ある。環境・暮らし・観光を基盤に、住民や関係者

が協働して地域を発展させる指針であり、自然保護

や地域の魅力向上に向けた 20 項目の具体的な活動

が示されている。授業では、話し合い活動を行う前

に、図５に示された様々な活動が何を表しているか

を、乗鞍修学旅行での体験と結びつけて想像できる

ように工夫した。その後、生徒が修学旅行で体験し

た図６に示した５項目を取り上げ、それぞれの必要

性や実現に関わる人、実際に必要なものや方法につ

いて考えた。話し合いは６人１組で行い、班ごとに

話し合う内容を１つ自由に選ぶことで、生徒たちが

主体的に学ぶ「自走」へのきっかけとした。生徒た

ちが選んだテーマは、図６に示した（1）が３班、

（3）、（4）、（5）がそれぞれ１班ずつであった。

	 話し合い活動では、三つの工夫を行った。第一

に、生徒の考えを膨らませ、整理しやすくするため

に、円形の模造紙「えんたくん」を使用した。「え

んたくん」の活用によって、書き込んだ内容同士の

つながりを可視化できるので、議論の過程が明確に

なった。第二に、活動時間（40 分）を三段階に分

けた。第１段階では６人班を３人ずつに分け、２つ

のグループにした上で 10 分間話し合わせた。第２

段階は６人班に戻り、20 分間意見共有した後、第

３段階では学級全体による 10 分間の意見共有とし

た。さらに、第２段階ではペンの色を黄緑に指定

し、乗鞍修学旅行に直接関係しない内容をピンクで

囲み、重要なキーワードに赤線を引くことで、生徒

図７　テーマ決めの様子（６人班） 図８　話し合い活動①（第１段階） 図９　話し合い活動②（第２段階）

図 10　話し合い活動③（第３段階） 図 11　机間巡視する様子

図５　のりくら高原ミライズ

⑴ ライチョウや野生動物を見ることができる

【自然】

⑵ シラカバの伐採【自然】

⑶ 番所そばや伝統野菜の栽培【文化（食）】

⑷ 宿の魅力が洗練される【文化（詠・風習）】

⑸ 多様なアクティビティ【歴史・未来】
出典：「のりくら高原ミライズ」（乗鞍高原ワーキング）

図６　話し合い活動の選択テーマ
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が考えを整理しやすくした。第三に、授業者は生徒

の活動中に机間指導を行い、生徒の思考を深められ

るようフィードバックを行った。例えば、環境保全

について考えている班に対して、「保全」「保護」「保

存」の違いについて投げかけるなどの支援である。

これらの工夫により、生徒の思考を揺さぶり、議論

を活発にさせながら、生徒は議論内容を可視化しつ

つ、主体的に意見をまとめることが可能となった。

	 図７から図 15 は、生徒の活動の様子と生徒が作

成した「えんたくん」である。各班とも乗鞍高原の

自然について活発に意見を交わし、主体的・対話的

で深い学びが展開された。その過程において、思

考の認知プロセスには個人差があることが明らか

になった。具体的には、アイデアが浮かんだ瞬間

に「えんたくん」に書き込み、可視化することで思

考を拡張させる生徒と、諸要素の関係性を十分に整

理・推敲した上で書き込みたいと考える生徒の存在

である。班内では、「なんでそんなにいっぱい書く

のよ!?」といった率直な戸惑いの言葉が発せられる

場面があった。しかし、それは否定的な拒絶ではな

く、自分とは異なる思考のテンポや表出量に対する

戸惑いや驚きの表れであったと推測する。重要なの

は、その言葉を受けた後も、書く側の生徒は自身の

ペースで書き込みを続け、問いかけた側の生徒もそ

れを遮ることなく見守っていた点である。このよう

に、思考を可視化するツールを介して互いの思考プ

ロセスの可視化が進む中で、生徒たちは自分と他者

の「学び方の違い」を直接的に認識するに至った。

その差異を否定せず、それぞれのスタイルを尊重し

ながら協働を継続させた姿は、多角的・多面的な視

点を養う道徳科の特質が、本授業の学びの中にも発

現していたことを示していると考える。

	 授業後の課題は、主に三つであった。第一に、話

し合い活動の時間である。活動時間は 40 分で計画

したが、発表準備を含む第２段階の時間は十分では

なかった。また、第３段階の全体共有の場では、４

班分のみの発表にとどまるとともに、各班の発表を

聞いた生徒が自由に考えたことや感じたことを語り

合う時間も確保できなかった。この問題を解決する

ため、導入で用いた「乗鞍新聞」の作成を授業後の

課題とし、完成した新聞を後日、学級で共有するこ

ととした。第三には、「えんたくん」作成時の生徒

の思考プロセスの書き方が挙げられる。特に、生徒

が出した考えがどのように他の要素とつながってい

るのかを示す方法である。これに関しては、ブレイ

ンストーミングの手法を授業者自身が予め指導し、

図 12　(1) をテーマとした作成物

図 13　(3) をテーマとした作成物 図 14　(4) をテーマとした作成物 図 15　(5) をテーマとした作成物
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取り組む必要があると考えた。

（４）生徒の反応

（４）—１　授業後の感想文からの見取り

	 本授業の目的の一つは、乗鞍高原の自然について

の学習を通じて、修学旅行後から乗鞍高原の自然

に対して自分がどんな思いを抱いていたのかとい

う「自己を見つめること」ことであった。生徒は授

業での思索を通じ、実際に自分自身を深く見つめ直

すことができた。例えば、ある生徒の授業後の感想

文には、「乗鞍に行ったときは、乗鞍の表面しか見

えておらず、（授業から乗鞍を）見ることによって、

その裏にある乗鞍の課題や今後必要なことを見直す

ことができた」という記述が見られた。また、図

16 に示した生徒Ａの感想からも、修学旅行当時の

見方・考え方が、本実践を通じて「自分が現地の人

図 16　生徒Ａの感想

図 17　生徒Ｂの感想

図 18　生徒Ｃの感想

図 19　生徒Ｄの感想
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だったらどう考えるか」という自分事へと昇華され

たことがうかがえる。図 17 の「自然を守ることだ

けが乗鞍を守ることに繋がるわけじゃなかった」と

いった生徒Ｂの記述からは、自然を多面的・多角的

な視点から捉え直す様子も見取ることができた。こ

のように生徒の学びを深められたのは、乗鞍高原の

自然に触れるという本物体験に、本学習がさらなる

意味づけを行ったからであると考える。

	 翻って生徒Ｃは、乗鞍高原の自然についての学び

を深める中で、自らの視点が「自然そのもの」から

「人々」へと変容したことに気付いている。図18から

生徒Ｃの認知的な思考プロセスを辿ると、まず授業の

話し合い活動での考察が修学旅行での体験を振り返る

契機となり、その体験のすべてが現地の人々に支えら

れていたという事実への気づきとなっている。この気

づきをきっかけに、自然と現地住民、さらには地域外

との関わりなど、多様な調和のもとで自然が成立し

ているという考えを導き出していることが分かった。

	 一方、図 19 に示したように、生徒Ｄは乗鞍高原

の未来を「前途多難」と予測しながらも人々の意識

次第で変えられると期待したり、関心を持ち続ける

ことの難しさを自覚しつつも、時折は保全活動に参

加したいと考えたりしている。こうした理想と現実

の間で揺れ動く素直な心の葛藤は、自然保護という

複雑な課題に対して、彼が真摯に向き合った結果で

あると捉えられる。

	 以上のように、本物体験で触れた乗鞍高原の自然

を「自分事」とした生徒Ａ、多面的・多角的な視点

から捉えた生徒Ｂ、視点を「人々」へと転換し「調

和」を発見した生徒Ｃ、そして理想と現実の間で葛

藤しつつ課題に真摯に向き合った生徒Ｄの姿が見ら

れた。ある生徒の感想文にあった「今回の授業に本

気で取り組めたのは、乗鞍の自然の美しさを知り、

その裏にある（現地の方々の）考えに共感できたか

らだ」という言葉からも分かるように、本実践は単

なる知識の習得に留まらない深い気づきをもたらし

た。こうした生徒個々の変容こそが、体験と事後学

習を往還させた本実践の成果であると考える。

（４）-２　授業アンケートからの見取り

	 本授業での学びを踏まえ、授業後に在籍生徒 72

名を対象に、乗鞍高原の自然に関する考えの変化を

問うアンケート調査を実施した。在籍生徒 72 名の

うち、当日欠席していた 8 名を除く 64 名から有効

回答を得た（回収率 88.9%）。したがって、本分析

の対象は、有効回答が得られた 64 名とし、生徒た

ちの自然環境に対する意識の変容を分析する。質問

内容は、表４の通りで、質問①、②、④は５件法を

用いて、質問③、⑤は自由記述による回答とした。

	 ５件法調査では、自己の生き方と自然との関わり

を問う質問①、および自然保護の意義について問う

質問②において、生徒全員から肯定的な回答が得ら

れた。図 20 は、自然を大切にする意義について問

う質問③を、テキストマイニングした結果である。

生徒の考えに用いられた語の出現頻度を確認する

と、自然を「守る」という一方向的な関わりだけで

なく、「つながる」「もたらす」「関わる」「まわる」

といった、自然と人間との相互作用や循環を想起さ

せる動詞が頻出していることが分かった。また、「持

続」「共存」「生態系」といった名詞も多く見られ、

藤江氏の生き方を知ることを通して、生徒たちが自

身の生活と自然の持続可能性を重ね合わせて考察し

質問①	「自然」と「自分たち」は関わり合っていることに気づくことができましたか。

質問②	自然環境を大切にすることの意義を理解することができましたか。

質問③	自然環境を大切にすることの意義は、どんなことと考えましたか。意義を理解できなかった場合は、

それはなぜか教えて下さい。

質問④	修学旅行直後の乗鞍の自然についての見方・考え方と、道徳の授業を終えての乗鞍の自然に対する見

方・考え方は変わりましたか。

質問⑤	どんなふうに乗鞍の自然についての見方・考え方が変わりましたか。また変わらなかった場合は、な

ぜ変わらなかったのか教えて下さい。

表４　授業後のアンケート質問項目

図 20　自然を守る意義について
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図 20 自然を守る意義について 
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たことが伺えた。さらに、乗鞍高原の自然に対する

見方・考え方の変化を問う質問⑤では、85％以上（55

名）が肯定的に回答した。記述内容を分析すると、

その変容の要因は主に二つの視点に集約される。第

一に、現地での五感を通じた「本物体験」の重要性

に対する気づきであり、第二に、乗鞍高原の自然が

人々の情熱と努力によって過去から現在へと持続的

に紡がれてきたという歴史的・主体的側面への理解

である。

	 以上の結果から、本実践は修学旅行における「本

物体験」を、藤江氏の生き方を介することで「価値

理解」へと昇華させる役割を果たしたと言える。そ

の学習過程においては、表５の記述が示す通り、生

徒は実体験を内省的に振り返り、「自然を守るため

に何をすべきか」という正解のない問いに向き合う

学習プロセスを経て、乗鞍高原の自然の価値を再認

識したことが確認された。

	 生徒の記述を具体的に述べると、「本物体験の価

値」については、「話を聞くだけだったら、『あーた

しかにそうだな』くらいにしか思っていなかったけ

ど、実際に現地に行って、見たり感じたりしたこ

とで心から自然が大切であり、守っていかなけれ

ばならないと感じた。」という記述に見られるよう

に、実感を伴う体験が価値理解の土台となっている

ことが確認された。また、「現地の人々の努力」に

関する記述では、「修学旅行直後は景色と空気綺麗

だったなぁぐらいにしか考えてなかった」という生

徒が、授業での内省を経て「あの自然は乗鞍の人た

ちが壊さないように守ってきたものなんだ」と、景

観の背景にある「人の営み」にまで思考を深めてい

る。これは、藤江氏の生き方を教材化したことが、

生徒にとって「自然と自己の生き方の接点」を再発

見する重要な媒介となったことを示唆している。

　その一方で、表４に示した質問⑤において、「見

表５　授業前と授業後の生徒の乗鞍高原の見方・考え方の変容（原文ママ）

【本物体験の価値】

（価値理解）

・	自然を観光資源としている地域はたくさんあるが、乗鞍には特に人との関わりが感じられる場所で、正直

行くまではただの秘境だと思っていたけれど、行ったことのある人しかわからない、人と自然の関わり方

があり、決して無駄なものではないと思った。

・	話を聞くだけだったら、「あーたしかにそうだな」ぐらいにしか思っていなかったけど、実際に現地に行っ

て、見たり感じたりしたことで心から自然が大切であり、守っていかなければならないと感じた。

（価値理解の方法）

・	私は乗鞍の自然を、温泉だったり山だったりと王道なことしか考えられていなかったけれど、動物で考え

たら絶滅危惧種の雷鳥であったりと、人間以外にも考えていかなければいけないことがたくさんあって、

それらを私達は守って大切にしていかないといけないなと思った。

（認知）

・	乗鞍の表面部分だけを知って全部知った気になっていたが、自然を守るためにすべきことなどを考えて、

より乗鞍の素晴らしさを感じることができたと思う。

【現地の人々の努力と情熱】

（過去から現在へのつながりの発見）

・	修学旅行直後は自然のなかで過ごすのも良いなぁとか景色と空気綺麗だったなぁぐらいにしか考えてな

かったけど、班でもう一度考えてみると、あの自然は乗鞍の人たちが壊さないように守ってきたものなん

だなと思った。

・	乗鞍の自然も、決して自然と守られてきたものではないことに気づきました。地域のたくさんの方々が「こ

こを守りたい」という意思をもっており、地域を守るためにいかに魅力を魅力的に伝えられるか、興味を持っ

てもらえるかと一生懸命考えた取り組みを行っていると思います。現地にいたときはそこまでは考えられ

なかったけれど、振り返れば質問をするとなんでも返してくださり、追加の情報まで提供してくれていま

した。

（過去から現在へのつながりの発見から当事者的視点へ）

・	修学旅行で乗鞍にいったときは、自然についてきれいだなと思ってそれだけだったけど、授業を通して、

その自然を守るために私達がなにかしないといけないと感じた。また、乗鞍で見てきた自然は、様々な人

が守るために活動をして築かれたものなのだと思った！
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方・考え方が変わらなかった（あまり変わらなかっ

た）」と回答した 15％（９名)の生徒の結果につい

ても注目したい。これらの生徒の記述を確認すると、

８名は「学習前から自然は大切で、偉大だと考えて

いた」と述べており、残る１名も「修学旅行前か

ら、自然の保全活動について自主的に調べていた」

と回答した。これらの結果は、本実践による意識の

変容が見られなかったことを意味するのではなく、

生徒が既に抱いていた自然保護への高い意識が、藤

江氏の生き方や本物体験と合致し、自身の価値観を

再確認・強化する機会となったのではないかと考え

る。つまり、本授業は意識変容を促すだけでなく、

既存の価値意識を構造化し、より確かなものへと定

着させる機能も果たしたと捉えられる。以上のこと

から、本授業での生徒の学びは、表６のようにまと

めることができる。

（４）-３	 アウトプットタスク「乗鞍新聞」からの

見取り

	 授業後には、話し合い活動の第１段階でともに活

動した３人組での「乗鞍新聞」の作成を課した。あ

えて６人班ではなく、３人組という小集団を編成し

た理由は、一人ひとりの思考をより色濃くアウト

プットタスクに反映させるためである。実際に生徒

たちが作成した新聞を以下に示す。

	 図 21 の記事から、本実践を通した生徒の学びの

プロセスが読み取れる。生徒たちは乗鞍高原への訪

問や歴史的事実の習得を経て、地域の現状を再考

し、未来の在り方について思考を深めている。特に、

自然を人間が一方的に守る「保護」の対象として捉

えるのではなく、自然と人間が互いに恩恵を享受し

合う「共存共栄」を目指すべきであるという視点に

至った点は重要である。この目的に向けて、自分た

ちが出来ることを考えるために、生徒自らがホーム

ページで情報を検索するなど、解決策を主体的に探

究する姿が見られた。以上の変容から、本授業が主

体的・対話的で深い学びを促す契機となったと言え

る。

	 図 22 の記事においても、乗鞍高原の伝統を継承

する地域社会を基盤とした自然と人間との共存の重

要性が指摘されている。また、両者が融合する乗鞍

高原には、実際に「乗鞍に行ったことがある人にし

表６　乗鞍高原の自然についての生徒の学び

生徒の意識 生徒の学びの見取り 教育的効果

変容生徒

（55 人 / 85％）
「美しい」から「人間との関わり・守る意義」への変容 本物体験の価値理解への昇華

維持・強化生徒

（９人 / 15％）
「大切である」という既有知識の保持 価値意識の再確認と内省の深化

図 21　乗鞍新聞① 図 22　乗鞍新聞② 図 23　乗鞍新聞③
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か分からないもの」があると、訪れた者にしか理解

し得ない価値があると言及されており、乗鞍高原で

の本物体験が地域の課題を「自分事」として捉え、

その本質的な価値を理解するための基盤となってい

ることが示唆された。さらに図 23 では、こうした

伝統や環境が今日まで継承されてきた背景に、地域

住民の深い地域愛に裏打ちされた努力と執念があっ

たことが述べられている。生徒たちは、景観の美し

さといった表面的な理解に留まらず、それを維持し

続けてきた人々の精神や歴史的背景にまで思索を広

げていることが見て取れる。

	 以上の考察から、本実践は生徒にとって単なる知

識の習得に留まらず、乗鞍高原の自然について多面

的な側面から考える機会となったといえる。生徒た

ちは、現地での本物体験を起点として、乗鞍高原が

抱える課題を自分事として捉え、その背後にある

人々の努力や歴史的文脈へと視座を広げることがで

きた。そして最終的には、生徒たちが、自然を一方

的に保護する対象から、人間社会との関わりの中で

保全すべき対象へと認識を転換させ、共存共栄を未

来の指針として見出したことは、本実践が単なる知

識習得を超え、価値観の再構築を伴う深い学びと

なったことを証左している。また乗鞍新聞作成過程

の中で見出された、ホームページの検索や解決策の

模索といった行動から見られる生徒の「主体性」も

本実践における大きな成果である。

（５）結論－本授業のねらいは達成されたのか－

	 本実践の目的は、乗鞍高原での修学旅行という本

物体験に学習的な意味付けを行い、そのプロセスを

認知科学的な視点から捉えることで、生徒の学びの

深化を可視化することであった。実践の結果、本稿

「（４）生徒の反応」で詳述した通り、本授業は「思

い出」としての修学旅行体験を新たな価値理解へと

昇華させる契機となった。生徒たちは乗鞍高原の自

然を単なる景観としてではなく、人々の営みや持続

可能性といった多面的・多角的な視点から再構築し

て捉えるに至った。また、乗鞍高原の自然をテーマ

とした主体的・対話的な学びのプロセスの中で、他

者の多様な見方・考え方に触れ、自己の価値意識を

さらに構造化・深化させる深い学びにつながったと

いえる。分析手法においても、本稿（４）- ２の図

20 に示したテキストマイニングが、目に見えにく

い「認識の変容プロセス」を客観的に可視化する上

で有効であった。さらに、（４）- ３で提示した「乗

鞍新聞」の作成過程では、生徒同士が話し合いなが

ら、情報を分析・統合していくことが必要となる。

このような学びのプロセスは、本実践の正解のない

問いに対して、生徒が自ら答えを導き出したり、そ

のために様々な情報等にアクセスしたりするなどの

「学びの自走」が達成されたことを示している。以

上のことから、本実践のねらいは、おおむね達成さ

れたと考える。

（６）課題と展望

	 本実践では、修学旅行での体験活動に学習的な意

味付けを行う重要性を示したが、同時に今後の課題

も明確になった。第一に、自然を「自分事」として

捉え、行動への意欲を高めた生徒たちの意識変容を

一時的なものに留めない工夫が必要である。つまり、

日常生活における持続的な行動変容へと結びつけ、

定着させていくための継続的なアプローチが求めら

れる。第二に、情報の分析・統合の過程において、

生徒の発達段階や習熟度に応じた個別最適な支援の

在り方をさらに精査していく必要があると考える。

今後は、生徒が作成した「乗鞍新聞」を実際に乗鞍

高原の地域社会へ発信するなど、実社会とつながる

実践へと発展させていきたい。また、本実践で提案

した「ホンモノ体験を生かした道徳授業」のモデル

が広く教育現場に普及し、各学校が修学旅行の軸に

据える多様な学びをテーマに、生徒の深い学びが実

現されることを期待したい。

Ⅲ．研究協議の記録

（１）授業の感想と授業者に対する質問

参観者

	 私の子どもが２年前に乗鞍に行っており、生活態

度に大きな変化があったように感じました。ただ

（本人の生活態度の変化は）環境や中身を自覚して

の変化ではなく、乗鞍での多様な気づきが、整理・

統合される前の「生きた体験」のまま並列的に持続

していたのだと思っています。本授業では、生徒一

人ひとりの異なる視点や深い気づきを編み合わせ、

乗鞍での体験を多面的に意味づける構造にすること

で、単線的でない、重層的な学びが成立していた授

業だったと思います。

参観者

	 授業で使用した新聞は、授業時間内で作成を行っ

たのか、それとも宿題として行ったのか知りたいで

す。

授業者（田中）

	 新聞作成は授業外で行いました。第 1時の授業は

10 月 31 日に実施し、その後の連休を利用して、子

どもたちに家で新聞を作成するように伝えました。

生徒たちは、Line等で意見交換を行いながら、火曜

日(11/4)にはほとんど仕上げてくれていました。
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参観者

	 子どもたちが活発に議論しているのが印象的でし

た。日頃の授業で話し合いの土台を作られているの

だと思います。質問として、授業デザインの意識点

や、道徳の複数回扱いの工夫をお聞きしたいです。

授業者（田中）

	 普段から意識している点は、子ども同士の対話で

す。一方的に教え込むのではなく、少人数グルー

プ（主には４人班）で意見共有を行っています。授

業を複数回扱いにした理由は、一時間で「自然」に

ついて深く考えるのは難しいためです。まずは「自

然」と自分との関わりを自覚させる時間を第１回目

に設定し、第２回目で具体的なテーマについて考え

させました。授業後に想定していた生徒の答えとし

ては、「自分はまだ自然を自分事として考えられて

いなかった」と振り返ることでした。子どもたちの

感想からも、多様な考えが見られたので良かったと

感じています。授業での意識点は、話し合い活動の

場面で円卓形式での作業を行ったことでした。初め

ての試みでしたが、思考の可視化には有効でした。

書きすぎる子や控えめな子のバランスに課題はあり

ますが、他者への気づきという面では意義があると

考えています。もう一度自分たちで何が大事か深め

てみる時間があればいいなと思っていましたが、時

間の関係で難しく…。ただ、子どもたちに感想とも

う一つ課題として『乗鞍新聞』を作らせました。３

人班で作る課題です。そこでどのように子どもたち

の思考が深まるかを見るつもりです。

参観者

	 普段のクラスづくりで、環境面や関係性で大切に

していることがあれば、教えて下さい。

授業者（田中）

	 クラスづくりで大切にしていることは、主体的に

動くことを重視することです。基本的にこちらから

声をかけることは少なく、子どもたち自身に考え

させることを大事にしています。今日見ていただ

いた 36 人学級では、学校に来ていない子もいます

が、常に 36 人で一つのグループだという意識を持

たせています。話していない子にも『どう思う？』

と声をかけることを大切にしています。一人ひとり

がリーダーであることを伝えることも重視していま

す。環境面ではタイマーを使用して時間の区切りを

意識させています。

（２）小林将太先生（大阪教育大学）からの指導助言

	 附属中学校３年生が自然の中で過ごした体験は充

実したものであったが、大人の視点から見ると、そ

の学びが十分に言語化・概念化されていないという

課題も見られた。この点を認知科学と道徳教育の観

点から考えると、直感的で無意識に働く「速い思

考」と、熟慮を伴う「遅い思考」が同時に機能する

「二重過程理論」が基盤となる。自然の美しさや心

地よさを感じることは速い思考によって可能だが、

自然を守る判断や倫理的葛藤に向き合うには、意識

的でスローな思考が不可欠である。自然環境を保全

する判断は自動的に生じるものではなく、特定の経

験や振り返りを通して形成される。幼少期の自然体

験は自然認知に影響を与えるが、体験のみでは十分

ではなく、意味づけを行う学習が重要となる。

	 本授業では本物体験を学びの中心に据えることが

できた一方、１時間目の展開には改善の余地があっ

た。体験の背景にある認知の仕組みを整理し、新聞

活動などを通して、一般化可能な学びへと深めるこ

とが今後の課題である。

（３）指導助言者と授業者への質問

参観者

	 1 時間目の展開がどのように進んだのか、もう少

し知りたいです。

授業者（田中）

	 最後に取り組んだのは、藤江さんを参考に本物体

験と結びつける活動です。修学旅行からの記憶を思

い出させ、自然との関わりをサイクルとして捉えさ

せることに苦戦しました。藤江さんの存在は遠いで

すが、改善すれば子どもたちの思考をさらに深めら

れたと思います。

参観者

	 藤江さんに全員なれるわけではありませんが、子

どもたちは大いに（藤江さんに）影響を受けていま

す。「自然を守ることは自治や生涯学習の基盤であ

る」と実感できたのは素晴らしい成果です。

参観者

	 道徳化された教材はよくありますが、多くはス

ローな思考を必要とするものが多いと思います。し

かし、今回のように意識的に「熟慮化」するプロセ

ス、体験学習では続かなかった「自然を大切にする

こと」を前に出す手法は、他にも応用できると思い

ます。特に中学生の発達段階を考えると、スローな

思考を促す効果的な方法があれば知りたいです。教

室という空間でどう促すかは非常に気になります。

指導助言者（小林先生）

	 道徳の議論の中では基本的な趣旨は変わらないと

思います。バックグラウンドの解説にもある通り、

気づいていないことに気づく、つまり自覚されてい

ない経験を認識することが大事です。例えば、あま

り関わりのないことでも「普通はこうだ」と思って
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いたことが、実はそうではない場合があります。そ

の切り替えが重要です。昭和の道徳授業では、熟慮

よりも登場人物に自分を重ねることで気持ちを引き

出し、その後に生活の話に広げる形でした。しかし

現在は、「二重過程理論」に基づき、熟慮を促す方

向に向かっています。理論的には、二重過程理論に

沿った授業づくりは大切です。

	 今回の附属中学校３年生の授業では、具体的な体

験を通じて対象化することを期待しました。小学校

低学年では難しいですが、学年や扱う内容に応じて

効果の程度は変わります。大学の授業では、実例と

してさだまさしさんの『償い』の話を取り上げま

す。交通事故で被害者に金銭を送り続ける加害者の

話で、中学生にとっては理解が難しい行為ですが、

作品として「誠実さ」を描くことで熟慮を促しま

す。このように、「自分自身の考え方を見つめること」

が手がかりになります。

参観者

	 私は、スローとファスト、熟慮と直感のつなぎが

鍵だと思います。問いをどの段階で設定し、子ども

たちに振り返らせるかが重要です。出てきた問いを

記録し、関係性を明らかにすることも有効です。

指導助言者（小林先生）

	 理想と現実を結びつけるため、具体的な自然体験

と自分の目標を結びつけるロールモデルに出会うこ

とは大事です。スローとファストの関係もここにあ

ります。

参観者

	 今回の問いの設定や学びを深める工夫についてで

す。感想文の中で面白い子の意見がありました。意

見を聞くと、途中で考えを変えた理由やプロセスが

見えてくることがあります。こうした声を拾うこと

も重要です。授業後に新聞を作らせたり、インタ

ビューで体験や気づきを深めたりすることも可能で

す。この活動で子どもたちがメタ認知し、自分の考

え方を振り返る過程が実感できました。

Ⅳ．おわりに

	 本授業のねらいはおおむね達成されたが、本実践

を認知科学的に捉える場合、修学旅行中の充実した

本物体験をいかに「言語化・概念化」するかという

点において、さらなる検討の余地が残された。乗鞍

高原という大自然の中での非日常体験を「綺麗だ

な」「空気がおいしいな」という情緒的な満足（速

い思考）で終わらせるのではなく、言語化・概念化

のプロセスを経て、多角的・多面的な視点から直感

的な感情を分析する「遅い思考」を起動させること

で、生徒は初めて倫理的葛藤や社会的な課題を構造

的に理解することが可能となる。二重過程理論の観

点に立てば、自然の心地よさを直感的に捉える「速

い思考」に対し、共存共栄という概念の獲得や保全

の判断、あるいは倫理的葛藤に向き合うには、意識

的で熟慮を伴う「遅い思考」が不可欠である。この

ような視点に立ったとき、本実践では本物体験を学

びの中心に据えることはできたものの、今後それら

を価値意識へと定着させるために、第 1 時から第 2

時にかけての学習デザインを再考する必要がある。

体験のみに依存せず、適切な意味づけを行う学習を

通して、個々の経験を一般化可能な学びへと深め、

この認知の仕組みに基づいた授業設計の深化につい

て模索することを、本実践の成果を土台とした今後

の課題としたい。
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【資料①　研究会当日の学習指導案】

１．日時

２．学年･組

３．場所

４．主題名

５．教材名

８．ねらい 

藤江佑馬さんの生き方を通して、「自然」と「自分たち」は関わり合っていることを知り、

自然環境を大切にすることの意義を理解する。その上で、自然を守ることを自分事として捉

え、進んで自然と共生していこうとする態度を育む。 

 

９．授業の展開 

（１）前時の展開（実施日は、10 月 31 日（金）１限） 

指導過程 学習活動と主な発問 備考 

導入 
（８分） 

●乗鞍高原への修学旅行を振り返る 

●ポスター“Tune Life”について 

 このポスターに込められた思いは何だろうか。 

 ・乗鞍の大自然の中で、心を癒してほしい。 

 ・乗鞍の良さを知って、何度も訪れてほしい。 

・修学旅行の振り返りでは、

生徒に意見を自由に出させ

る。 

展開 
（４0 分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・藤江佑馬さんの紹介 

・教材の範読 

 

 

 

発問１ 藤江さんが人生をかけて取組みたいと思っ

ていたことは何だろうか。 

・気候変動や地球温暖化、環境問題に取組むこと 

・地球温暖化を止める取組み 

・（社会に）インパクトを与える取組み 

 

 

発問２ 藤江さんの経験から、雪を守ることは、ど

んなことに繋がっていますか。 

・環境を守ることは、会社である雷鳥を守ること 

・環境を守ることは、会社を守り、自分を守り、自

分の夢や生きがいを守り、家族や社員を守り、未

来を守りと、様々なことが繋がり合っていること 

 

 

発問３ あなたたちは藤江さんの考え方に共感し、

藤江さんが運営する GiFT NORiKURA で働くこと

になりました。働く中で、大切にしないといけないこ

とはどんなことだろうか。またそれはなぜだろうか。 

 

 

 

個人（３分）→班活動（2７分）→まとめ（10 分） 

・藤江佑馬さんは、乗鞍で有

限会社 Raicho を立ち上

げ、宿泊事業（宿「雷鳥」）、

飲食事業、ガイド事業、映像

制作事業等に携わる。 

 

 

 

 

追究発問 

・なぜインパクトを与える必

要があるのだろうか。 

 

 

・自然環境を守ることが、巡

り巡って自分や未来を守る

ことに繋がっていることに

気づかせる。 

 

 

 

 

・修学旅行で生徒たちが訪れ

た GiFT NORiKURA。生徒

の中には、店員の方々にイ

ンタビューしたものもい

る。乗鞍高原での本物体験

が、生徒たちの意見の中に

含まれるようにしたい。 

 

・自然を守ることは、一人で

は成し遂げることが出来な

本物体験・自走・学び合う 

・環境を守ること、雷鳥、自分の生活とのバランス 

・沢山の観光客が集まるように、魅力を発信できる

店であること 

・会社のみんなで目標を共有し、協力し合うこと 

・持続可能であること 

いものであることを押さえ

る。（地域・観光客…、関

わる人すべての協力が必

要）また必要があれば、自

然を守る３つの視点（保

護・保全・保存）を確認す

る。 

終末 
（２分） 

●乗鞍高原が直面している課題について知る 

・気候変動・温暖化の影響 

・草原・景観の維持・生物多様性の保全 

・観光 

・脱炭素化への取組み 

・乗鞍高原は、「自然資源（資

本）」の地域であること、自

然を守ることは、自分の生

活に繋がっていることを確

認する。 

 

 

（２）本時の展開 

指導過程 学習活動と主な発問 備考 

導入 

(8 分) 

●前時の振り返り 

 ・生徒が作成した「乗鞍新聞」を配布する。 

・作成した新聞をもとに、作成者が振り返りを行

う。 

 

●「のりくら高原ミライズ」について知る 

 ・流動的ではあるが、現段階での 30 年後の乗鞍

高原が目指す理想的な姿がイラストで示されて

いる。 

・生徒に前時の学習内容を

まとめた「新聞作成」を依

頼し、それをもとに生徒

が前時の振り返りを行

う。 

 

 

・乗鞍高原が、自然資源（資

本）の地域であることを

再度確認する。 

展開 

(40 分) 

 

発問１ 乗鞍高原の理想的な状況は、ミライズに示さ

れた状況です。イラストの中の（１）～（５）は、乗

鞍高原の未来のために、「なぜ」必要なのだろうか。ま

たその実現には、「誰が」「どのように」関わる必要が

あるのだろうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

班活動準備・班活動①（10 分）→班活動②（20

分）→全体共有（10 分） 
 

 

・班活動を行う。班構成は、

修学旅行でのテーマ活動

班（６人×６班）を基本と

する。 

※テーマ活動の内容は、

「地図作成」「自然」「歴

史・未来」「文化（食・詠

/風習）」の 5 つであった。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

【選択テーマ】 

(1) ライチョウや野生動物を見ることができる【自然】          

(2) シラカバの伐採【自然】 
(3) 番所そばや伝統野菜の栽培【文化（食）】 
(4) 宿の魅力が洗練される【文化（詠・風習）】              

(5) 多様なアクティビティ【歴史・未来】 

本物体験・自走・学び合う 

認知科学 

学び合う 

 

班活動準備 

・修学旅行でのテーマ活動班（６人×６班）に分か

れて、５つの選択肢から自由にテーマを決める。 

 

 
 

班活動① 

・テーマ活動班（６人×６班）を２グループに分け

（３人×12 班）で、班活動を行う。 

 

 
 

班活動② 

・テーマ活動班（６人×６班）に戻り、活動内容を

共有、考えを深める。 

・意見をまとめ、発表の準備をする。 

 ※発表者も決定する。 

 

 

 

全体共有 

・選択テーマとそのテーマを選んだ理由 

・【発問１】に対する考えの共有 

 

 

 

 

 

 

 

 

発問２ 乗鞍高原の理想の未来の実現に向かって、

これから 30 年間をあなたはどのように関わること

ができるか。また 30 年もの時間をかけるとミライ

ズは実現できるのだろうか。 

 

 

・テーマ選択を自由にする

ことで、生徒の主体性を

大切にする。 

 

 
 

ステップ１ 

・それぞれのイラストが、

「誰（何）が」「いつ」「ど

こで」「何を」している様

子なのかを確認する。 

 

ステップ２ 

・現地の人、観光客、以前関

わったことがある人など、

様々な視点から考えられる

ように工夫する。 

・立場が変われば、守り方も

変わることを押える。 

 

ステップ３ 

・何かを過度に優先し過ぎ

ることによって、その他の

ものへのリスクへと繋がる

ことに気づく。 

 

ステップ４ 

・自然を守ることが、持続

可能でなければならないと

いう視点についても考えを

深められるようにする。 

 

 

終末 

(2 分) 

●授業者の振り返り ・感想書きと課題の連絡は、

控室に戻って行う。（５分程

度） 

 

 

 

 

 

 

自走へのきっかけ 

【追加質問】 

(1)活動中、どんなことに気づき、どんなことを考え

たか。 

(2)どんな問いを見つけ、新たな発見をしたか。 

【課題】 

・各班（３人×12班）で、本授業での学びをまとめた

「乗鞍新聞」を作成し、後日提出する。 

・新聞は後日、学級通信等で共有する。 

 

学び合う 

（自走） 
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１０．評価の視点 

（１）自然について、多面的・多角的な側面から捉えることができたか。 

（２）自然を守ることが、持続可能なものであらなければならないことに気づくことができ

たか。 

（３）自然に生かされている自分に気づいた上で、自然の偉大さを感じたり、自然を大事に

したいという思いを持つことができたか。また自然を「何かを得るだけの対象」とし

て捉えるのではなく、「何かを返す」必要があるという視点を持つことができたか。 

 

 

１1．教室環境 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

      

      

      

      

      

教卓 

窓 
廊

下 

３ 

４ 

５ 

６ 

１ 

地

図 

２ 

地図作成 歴史・未来 

自然 

文化（詠・風習） 文化（食） 自然 
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【資料②　第１時で用いた教材】

（乗鞍高原観光ＰＲポスター）

人生は、きっとリズムがだいじなんだと思う。

生き急ぎすぎると、見失ってしまうものがあるし、

何もしていないと、停滞してしまう。

だから、自分のリズムを刻んでいくために。

“人生のメトロノーム”になるような場所をつくろう。

ノイズレスな環境の中、すこやかに過ごせる時間が、

乗鞍高原にはある。

スニーカーとジーンズで回れるトレッキングコース、

ほどよい距離感が心地よいコミュニティ、

心と体をゆるめてくれる温泉

山村の恵みに満ちた食……

歩く、話す、浸かる、食べる、耽る。

“動”の“静”の絶妙なバランスの中で、ただ居ることが、

あなたらしい生き方のリズムを調えてくれるはず。

TUNE LIFE。ここは乗鞍高原。

【第 1 次：読み物教材】 

少年時代からの思いを、人生を通して表現し続けたい 
 

Raicho 代表 藤江 祐馬 

 

Raicho は、2023 年 9 月に創業 9 年目を迎えました。 

創業時に思い描いていた理想はほぼ現実となり、自分が人生をかけて取り組みた

いと思っていたことに、事業を通して取り組めるようになってきました。理想を

目指す中で生まれた新しい出会いを通じて、Raicho の可能性はどんどん広がり、

過去に想像していなかったことが新しい夢やゴールとして見えてきています。

（中略） 

 

●僕の原点 

僕の原点は、「雪がなくなったら嫌だ」という思いです。 

僕は、雪がすごく好きな子供でした。出身は千葉で、雪があまり降らない地域

だったんですが、年に一回は必ず 10 センチ、15 センチくらい積もる日があり

ました。そんな日は両親や友人と、もうとんでもないくらい遊びまくったんです。

それが、本当にめっっちゃ楽しかった。そんな体験から、「雪が降ると絶対楽し

い！」という感覚が、自分の中に根付きました。今でも「雪遊びってめっちゃ楽

しいじゃん！」と思っています（笑）。これだけ楽しくて、大人も童心に帰れて楽

しめる自然のものってほかになくない？と。雪の中で遊ぶことは、自分の中の全

ての喜びに繋がっている気がします。 

でも成長するにつれ、全く雪が降らない年が出てきたんです。ちょうど京都議

定書という、地球温暖化に関する宣言が出された頃でした。当時の社会の先生が

どういうものかを教えてくれて、授業の中で「一人ひとり調べて新聞をつくろう」

ということになって。すごく一生懸命に調べて書いた記憶があります。環境が破

壊されたら、大好きな雪がなくなってしまう。僕が心から喜んだり、楽しいと感

じられる存在がなくなってしまう。「それだけは絶対に嫌だ」と思いました。子供

ながらに、なんとかしなきゃと思った。高校に進学しても、その思いは変わりま

せんでした。すでに「気候変動や地球温暖化、環境問題に人生を通して取り組む」

というのが、自分の中のテーマになっていましたね。だから大学も、環境と気象

学を学べるところを選びました。でも色々学ぶ中で、何もできない自分に気づい

たんです。結局、当時の自分にできることなんてゴミ拾いくらい。もっとインパ

クトを与えることをやっていかないと、地球温暖化を食い止めることはできない

と感じました。そのためにはまず、自分が経験を積んで成長していかなければな

らないと。 

だから、成長できそうな会社に就職して、めちゃくちゃ働きました。社会人 10

年間を修行として捉えて。経験を積んで成長しないと、環境に対して何もできな

いと思いました。そうやって働いてある程度の区切りがついたところで、もっと

自分のやりたいことをやるために事業を立ち上げました。それが 2015 年のこ

とです。事業継承というかたちで乗鞍の宿を引き継いで、宿をやり始めました。

最初の 3 年間は、黒字を目指すことに徹しました。まずビジネスとして成立させ

なければ、何も生み出すことができないので。やっと黒字になり始めた頃、乗鞍

観光センター1 階の店舗が空くという話を聞いたんです。そのとき、ようやく自

分の思いを表現できると思ったんですよね。今まで自分が抱いていた、「気候変動

や環境問題に対策をしていきたい」という思いを、この場所で表現できるんじゃ

ないかって。そうして始めたのが、GiFT NORiKURA です。 

 同じ時期、周りでも同じような動きが現れ出しました。「のりくら高原ミライ

ズ」というものが、2021 年 3 月に策定されたんです。これは、乗鞍が地域とし

て、地球環境に対して先進的に取り組んでいこうということを、ビジョンとして

宣言したもの。乗鞍は自然資本の地域です。観光資源も、普段食べているものも、

みんな自然の資源。だから、環境への意識が高い人が多かったんですね。松本市

が脱酸素先行地域になったこともあり、乗鞍地域がカーボンニュートラル1を達

成していく一つのモデルになろう、という流れができてきたんです。だったら自

分たちも、会社として一緒にやっていこうよ、と、地域の取り組みに進んで関わ

るようになりました。Raicho の活動と、世の中の流れがぶわっとマッチしたと

感じましたね。これはやらなきゃなと思った。道が開けた気がしました。 

 雪を守ることは環境を守ることで、環境を守ることは雷鳥を守ること。そのた

めの活動を、今、Raicho という名の会社で行っている。本当に運命みたいなも

のです。いろんなことが繋がって、物語になっていますね。不思議と。冬のスノ

ーシューツアーでは、山の中でそり遊びをするんですが、みんな夢中で楽しんで

くれるんですよね。大の大人が、「うわあああ！」っ大歓声上げて(笑)。その姿こ

そ、幸せのすべてな気がします。あの楽しさを味わうことが、人生の醍醐味なん

じゃないかな。それをなくしたくない、ただその一心でここまで来た気がします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：「有限会社 Raicho」Recruit. | Raicho inc. 

<https://raichoinc.jp/recruit/fujie/> 

 
1 人間の活動によって排出される CO₂（二酸化炭素）などの温室効果ガスの量を、吸収や除去に

よって実質ゼロにすること 
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【資料③　教育研究会後、３年Ｄ組の生徒が作成した「乗鞍新聞」】

乗鞍の豊かな自然をどう守り、どう未来へつなぐか　　

環境を守るためには観光客の存在が欠かせませんが、人が
少なすぎれば地域は活性化せず、多すぎれば排気ガスやゴ
ミの問題が自然を脅かすおそれがあります。
そこで重要になるのが、自然への負荷と観光のにぎわいの
バランスです。
適切な利用ルールや、訪れる人の意識を高める工夫によっ
て、この調和は実現できるのではないでしょうか。
自然と地域がともに輝く乗鞍の未来のために、私たち一人
ひとりができることを考え続けたいと思います。

「ヤムヤムツリー」をご紹介しま
す。自家製のバームクーヘンと美味
しいジュースが楽しめます。おしゃ
れなインテリアも魅力です。

乗鞍の自然を大切にする思いが 
ぎゅっと詰まったカフェ、
『G i F T N O R i K U R A 』では、環
境に配慮した取り組みが多く見
られます。地元の素材をいかし
たメニューを味わいながら、利
用者が自然に負荷をかけずに過
ごせる工夫が整えられており、
訪れた人たちも、楽しみながら
自然との共生を感じられる場所
として親しまれています。

雷鳥は日本の高山帯に生息する
キジ科の鳥で、特別天然記念物
にも指定されています。
季節に合わせて羽毛の色を夏は
褐色、冬は白色へと変え、周囲
の環境に巧みに溶け込みながら
暮らしています。
しかし近年は地球温暖化による
生息地の縮小が大きな課題とな
っており、そのため生息環境の
保全や人工繁殖などの取り組み
が各地で進められています。

乗鞍ではスキーやハイキング、満天の星空鑑賞といったアクティビ
ティが人気ですが、その背景には繊細な高山環境があります。その
ため利用者には、指定ルートの遵守や夜間の過度な照明を避けるな
ど、自然への負荷を減らす行動が求められています。
こうしたルールを守ることで、乗鞍の豊かな自然を楽しみながら未
来へと守り伝える取り組みが進められているのです。

　

私
た
ち
は
道
徳
の
授
業
で
、「
の
り
く

ら
高
原
ミ
ラ
イ
ズ
」（
以
下
ミ
ラ
イ
ズ
）

に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。
ミ
ラ
イ
ズ
と

は
、
乗
鞍
高
原
が
直
面
し
て
い
る
課
題
、

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
の
あ
り
方
や
目

指
す
べ
き
姿
、
今
後
の
具
体
的
な
取
り
組

み
に
つ
い
て
記
載
し
た
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
の

こ
と
で
あ
る
。
私
た
ち
は
こ
の
ミ
ラ
イ
ズ

に
つ
い
て
、
雷
鳥
と
野
生
生
物
、
宿
の
魅

力
、
伝
統
野
菜
や
伝
統
料
理
、
多
様
な
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
い
っ
た
い
く
つ
か
の
視

点
か
ら
一
つ
を
選
び
、
話
し
合
っ
た
。

　

私
た
ち
が
選
ん
だ
項
目
は｢

宿

の
魅
力｣

に
つ
い
て
で
、
議
論
し

て
い
る
中
で
、
大
切
だ
と
思
う

キ
ー
ワ
ー
ド
、
が
三
つ
出
て
き

た
。
ひ
と
つ
ず
つ
説
明
し
て
い

き
た
い
と
思
う
。
ま
ず
一
つ
目

は｢

発
信
」
で
あ
る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

地
域
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
や
伝

統
文
化
、
宿
等
の
魅
力
を
発
信

す
る
こ
と
で
、
若
い
世
代
の
人

達
に
少
し
で
も
乗
鞍
に
興
味
を

示
し
て
も
ら
い
、
宿
と
地
域
の

活
性
化
に
繋
げ
て
い
け
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
る
。
ま
た
、｢

ピ

ー
ポ
ロ
乗
鞍｣

と
い
う
宿
に
は
、

ド
ラ
マ｢

ラ
ブ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ

ン｣

の
ロ
ケ
地
で
あ
り
、
木
村
拓

哉
が
訪
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を

も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
す
べ
き
で
あ
る

と
い
う
意
見
も
出
た
。

　

二
つ
目
は｢

立
地｣

で
あ
る
。
バ

ス
な
ど
を
運
用
す
る
こ
と
で
交
通

の
便
を
良
く
し
、
観
光
地
と
の
連

携
す
る
こ
と
で
宿
の
需
要
を
高
め

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
意
見
が
出
た
。

　

三
つ
目
は｢

設
備｣

で
あ
る
。
提

供
す
る
食
事
を
伝
統
料
理
に
し
た

り
、
館
内
を
清
潔
に
保
つ
こ
と

で
、
宿
の
魅
力
が
向
上
す
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
意
見
が
出
た
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
三
つ
は
、
全

て
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
り
、

理
想
の
乗
鞍
へ
の
大
事
な
一
歩
と

な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　

他
の
班
は
、
自
然
や
伝
統
と
い
う

視
点
で
乗
鞍
の
発
展
を
考
え
た
。
自
然

で
は
、
乗
鞍
の
豊
か
な
自
然
を
ど
の
よ

う
に
守
る
か
を
考
え
た
。
様
々
な
意
見

が
で
た
が
、
特
に
多
か
っ
た
の
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
や
、
ポ
イ
捨
て
を
し
な

い
な
ど
身
近
に
も
存
在
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
、
自
然
を
守
る
こ
と
は

伝
統
を
守
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
事
が

わ
か
っ
た
。
乗
鞍
に
は
自
然
を
生
か
し

た
伝
統
野
菜
や
食
べ
物
が
た
く
さ
ん
あ

る
。
さ
ら
に
、
伝
統
を
守
っ
て
ゆ
く
と

の
乗
鞍
の
魅
力
が
増
え
て
い
き
集
客
に

も
つ
な
が
る
。
今
回
考
え
た
テ
ー
マ
は

す
べ
て
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

っ
た
。

　

今
は
乗
鞍
に
直
接
的
に
関
わ
る
こ
と

は
難
し
い
。
そ
こ
で
、
今
自
分
た
ち
に

で
き
る
こ
と
は
何
が
あ
る
の
か
考
え

た
。
一
つ
目
は
乗
鞍
の
こ
と
を
知
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
乗
鞍
の
現
状
や
、

未
来
に
目
指
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て

よ
り
よ
い
乗
鞍
に
す
る
た
め
に
将
来
で

き
る
こ
と
が
で
き
る
。
二
つ
目
は
、
自 

分
の
身
の
ま
わ
り
で
体
験
す
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

や
、
ゴ
ミ
拾
い
な
ど
を
体
験
し
て
自
分

の
意
識
を
変
え
て
い
く
こ
と
で
自
然
を

守
る
大
切
さ
や
難
し
さ
が
よ
り
理
解
で

き
る
と
考
え
た
。
乗
鞍
だ
け
で
は
な

く
、
自
分
の
大
切
な
場
所
を
守
り
た
い

と
き
も
同
様
の
こ
と
が
大
切
に
な
る
と

考
え
た
。
今
回
の
授
業
を
も
う
一
度
、

自
然
や
未
来
に
つ
い
て
考
え
直
す
き
っ

か
け
と
し
た
い
。
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